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１．はじめに  

近年，有明海の二枚貝の漁獲量は減少しており，その一

因として底層の貧酸素化が指摘されている 1)．有明海の貧

酸素化現象（本研究では DO 2mg/l 以下を貧酸素と総称）

に関する検討は進められているが，泥質干潟の影響を受け

る底層の溶存酸素量（以降，底層 DO）に注目した現象解

明については，未だ検討の余地が残されているようであ

る．これらのことを踏まえ，本研究は，有明海の底層 DO

の長期的挙動について基礎的知見を得たものである． 

２．研究方法  

図-1に浅海定線調査の観測点を示す 2)．佐賀県有明水産

振興センター及び福岡県水産海洋技術センター有明海研

究所から提供された浅海定線調査測定データ（1972 年～

2021年）を分析し，有明海湾奥部の底層 DOの長期的変動

及び貧酸素化の発生状況について考察を試みた．本研究で

実施した分析対象点は筑後川河口域（L1 地点，福岡県），

嘉瀬川・六角川河口域（st.10 地点，佐賀県），河川流入の

影響の少ない海域（st.2地点，佐賀県）である． 

一般的に貧酸素化の原因は，富栄養化による藻類の異常

増殖に起因する底層での呼吸，有機物分解による酸素消費

が原因として挙げられている．また，底層 DO 減少には，

底層での滞留（鉛直方向の混合不足），すなわち密度分布の

存在が関係すると指摘されている 3)．そのため，本研究で

は，河川からの流入負荷，密度分布，底質の分布特性から，

貧酸素化の原因の考察を行った． 

３．底層溶存酸素量の挙動  

図-2に各観測点の底層 DO と水温，塩分濃度を考慮した

飽和溶存酸素濃度（CS）を示す．東京湾の底層 DO の基準

値である二枚貝の生息段階の目標値（2mg/l）及び再生産段

階の目標値（4mg/l）との比較から st.10 地点と st.2 地点に

おいて 1970 年代から長期的な貧酸素現象が確認できる．

さらに，近年では底層 DO 2mg/l 未満の頻度も増えている

 

図-1 本研究の分析対象点 2) 

 

図-2 底層溶存酸素の経年変化 

 

 

図-3 有明海におけるサルボウ貝の漁獲量推移 4) 
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傾向が窺える．有明海のサルボウ貝の漁獲量の経年変化 4)（図-3）を参考に

4 つの期間に分け，それぞれの期間における底層 DO の平均値推移を図-4

に示す．7 月～9月に全ての観測点の底層 DOは最も低い値となる．L1地点

において，全ての期間の傾向に変化は見られず，最小値は 4.9mg/lである．

2012 年以降，st.10 地点と st.2 地点の底層 DO の最小値は他の期間より大き

く低下し，st.2地点の最小値は 2.1 mg/lであり，有明海湾奥部の貧酸素化が

佐賀県のサルボウ貝漁獲量に及ぼす影響が確認された． 

４．貧酸素化の原因の考察  

有明海湾奥部西側の底層 DO に影響を与える可能性のある陸からの流量

と流入負荷の推移を検討した．紙面の都合上省略するが，流入負荷の長期

的な変化について，顕著な変化は確認されなかったことから陸域負荷に起

因する内部生産の変化，すなわち貧酸素化との関連性は希薄なようである．

図-5に各期間の水温，塩分濃度から求めた表層と底層の密度差の経月変化

を年代毎で分類し，その結果を示す．L1地点では年間を通して密度差が低

く，各期間の違いも小さく，長期的にも成層強度が弱いといえる．st.2地点

において 2012年以降に密度差の月変化が大きくなっており，夏期に安定し

た成層形成が確認できた．表層からの酸素供給の減少が近年の貧酸素化の

一つの要因とも考えられる． 

図-6 に有明海の底質の分布図 5)を示す．有明海湾奥部西側の海域は泥質

であり，強熱減量や COD，全窒素の濃度は他の底質より高いことが報告さ

れている 5)．巻き上げられた底質の影響や溶存酸素を消費し易い有機質が

多いことが底層 DOの消費を促進される要因とも考えられる． 

５．まとめ  

本研究では，密度分布や底質特性の分布状況が有明海湾奥部の貧酸素化

の原因であることが確認できた．底質の長期的な変動に関する検討及び底

質の影響を考慮した底層DOの挙動に関する水質解析が今後の課題である． 
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図-4 底層 DOの平均値の推移 

 

 

図-5 密度差の推移 

 

図-6 有明海の 

      底質特性分布図 5)  
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